
平 20・07・15関東産保第2号

平成 2 0年 7月 1 5 日

社団法人東京電気管理技術者協会会長殿 l開票
関東東北産業保安監督部謹間病関

霊閣総長
電気工作物の感電等の事故防止対策の強化について(要請)

時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、電気は国民生活や社会活動において必要不可欠な社会インフラの一つです。しか

しながら一度、使用方法を誤れば人命・財産を失いかねません。また、近年、電気の安全

・安心に対する社会的要請は、ますます強いものとなっており、電気保安に携わる関係者

の役割は一層重要なものとなっています。

今般、電気関係報告規則第3条の規定により、自家用電気工作物設置者から提出のあっ

た電気事故報告によれば、平成20年度は5月から 6月末までの 2ヶ月間に関東東北産業

保安監督部管内における感電・アーク等による死傷事故が 14件発生しました。これは、

昨年度1年間で発生した合計件数22件の過半数を超過している状況です(添付の「平成

20年度自家用電気工作物の感電・アーク等による死傷事故についてj参照)。

被災者は電気管理技術者、電気保安従事者及び電気工事作業者等、電気設備に係る点検

または工事中での発生が多く見受けられます。

原因の多くが「作業者の過失j によるものであり、これらの事故防止に当たっては(])

作業前の安全性の確認を十分行うこと。また、 (2)作業者自身が電気の危険性を軽視せず、

基本に基づき、自らの安全を確保した上で作業を行うことが必要です。

つきましては貴協会におかれましても、安全確保の基本行動の徹底を図り、電気管理技

術者、電気保安従事者及び電気工事作業者の安全確保を図ると共に、受託先の従業員など

電気使用者の安全も十分考慮いただき、電気事故防止対策を徹底されるよう周知をお願い

します。

また、 8月は経済産業省提唱の電気使用安全月間です。更なる安全への取組をよろしく

お願いします。





平成20年度の自家用意気工作物の感電zアーク等による死傷事故について

平成20年度は5月から6月にかけて14件の感電死傷又はアーウによる負傷事故が発生しました。
昨年度の事故件数は22件であることから、 2ヶ月で昨年度発生した事故件数の半分を超過した事になります。
充電部近篠作業の危険性を軽視せず、十分に安全を確保した上で作業を行って下さい。また、ヒューマンエラー防止の観点からできるだけ停
電措置を取るか、感電防護措置をしてから作業を行って下さい。
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6kV受電電力 320kW
主任技術者選任形態外部委託事故状況年次点検

気工作物断路器(6.6kV) 
、22歳、男性、電気保安経験年数約2年

誤ってPASを投入してしまい、波及事故となった。
ょう被災者に指示をし、接地線在外しにかかった時に、電力

専任事故状況不具合調査

、男性、 53歳、第1種電気工事士、電気保安経験年数35年

電したため、電気室に確認に行くと、電気係長がフラフラと歩いており、感電したもようと判断

2m)の途中に足をかけ、内部を覗き込んだところ、

、た。事故当日は、電気主任技術者(被災者〕及び電気保安担当者(被災
言十B名で作業準備を行っていた。
負荷を無くした状態で、断路器の開放操作を行ったところ、作業予定である

断路器ではなく、誤って充電中の他の断路器を開放してしまい、アークが発生、 2名とも負傷した。

電気工作物高圧気中負荷開閉器(6.6kV) 
電気管理技術者 76議、男性、第三種電気主任技術者、電気保安経験年数約30年

電気管理技術者が高圧機器交換のために、キューピクルの扉を開け、身を乗り出し、当該箇所在確認したいてとこ
ろ、被災状況は、誤って頭部がコンデンサ上部のLBS2次側に接触し‘フレームを掴んでいた両手に抜けた。

受電電圧 6.6kV受電電力 47kW
業種ピニル加工業主任技術者選任形態外部委託事故状況年次点検

事故発生の電気工作物高圧気中負荷開閉器(6.6kV) 
被害者の概要管理技術者 60歳‘男性、
感篭負傷事故

、電気保安関係経験年数約3年

こて電圧を測定していたろころ、高圧変圧器の2次側を測定しようとして、
子スヲーが短絡し、ア-'7負傷した。
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受電電ff:6.6kV受電電力 295kW
業種テナントピJレ主任技術者選任形態外部委託事故状況 PCBの銘板確認

一一 一← 」変圧器(6600V)

電気保安以外)、 41歳、男性、資格なし、電気保安経験年数なし

キューピウルの扉を開け、 PCBの確認のためコンデンサの銘板を
遮断器の二次側に接触し、感電負傷した。

断路器(6.6kV) 
電気保安担当者、 37歳、男性、なし、経験年数4年

配電盤のVCBを引き出し、点検・清掃作業を行っていた。
ていた人間がいないため、詳細は不明であるが、いずれかの部伎触れ感電した模様。
口には感電防止用のシャツ聖ーが有った。現在調査中)

3kV) 

男性、資椅・経験年数確認中

の部位触れ感電した模様。

(6. 6kV) 

電気保安担当者、 44歳男性、第3種電気主任技術者、経験年数約26年

電気室が2筒所あったため、 2班に分かれて年次点検を行っていた。リレー試験でトリップコ ドをVCBIこ取り付け
ため盤の裏面に進入したときに、足下にあった計器用変成器に接触し、足から手に抜けて感電死亡となった。

受電電圧 6.6kV受電電力 1，150kW 
業種病院主任技術者選任形態専任事故状況定期点検中

一ーー~_.，.，一 (210V)

2呂歳男性、電気関係作業者、経験1年3ヶ月

ンプを取り付けて運転デー告を測定しようとしたところ、誤って露

、24歳、男性、資格なし、電気保安経験年数なし

建物を解体するにあたり、 PCB含有電気工作物を撮影Lょうとキューピウルの扉を関lナ、体を乗り出したところ、 L日
81こ頭が接触し、感電負傷した。

受電電任 22kV受電電力 6， BOOkW 
業種複合ピJレ主任技術者選任形態専任事故状況エレベ一世点検

事故発生の電気工作物 ELB(420V)
被害者の概要電気関係作業者、 65歳、男性、資格・経験年数確認中
アーウ負傷事故

1エレベ一世ーの点検の事前説査中に使用したスケールの 部が誤ってELB端子に接触し、短絡したためア ウ負
よl傷した。


